
 
2019 年 7 月 19 日 第 3298回例会 

 
                       於： 横須賀商工会議所 

＜点鐘・開会＞ １２：３０ 田 邉 会長 

＜斉 唱＞ 「それでこそロータリー」 

＜ゲスト紹介＞ ＊東日本電信電話㈱横須賀営業支店 支店長 田 中 賢 一 様 

＜ビジター紹介＞ ＊横須賀北ロータリークラブ 会長     千 葉   茂 様 

＜会 長 報 告＞ ＊門井会員より退会のご挨拶 

 ＊第１回理事役員会 報告 

 ＊厚木４ロータリークラブより 

  ・ポリオ撲滅募金呼びかけのご案内について 

    ８月３日（土）９：３０～１２：００ 

    集合：厚木アーバンホテル新館１階オレンジウォーク 

    場所：厚木中央公園（あつぎ鮎まつり） 

＜委員長報告＞ ＊ロータリー財団委員会 澤田委員長よりロータリー財団セミナー 報告 

＜幹 事 報 告＞ ＊週報・・横須賀南西ＲＣより受領 

 ＊ＩＭ報告書 受領 

＜出 席 報 告＞ ＊出席委員会 大竹委員より７月１９日の出席報告 

会 員 数 出席対象者数 出 席 数 欠 席 数 メークアップ数 出 席 率 

１１８名 １０８名 ８２名 ２６名 ２名 77.78％ 

＜ニコニコ報告＞ 

 ・千 葉   茂 様（横須賀北ＲＣ）松本会員の卓話をお聴かせ頂きたく伺いました。よろしくお願い 

                   致します。 

 ・三    役 横須賀北ＲＣ 千葉会長ようこそ。ごゆっくり卓話を楽しんでください。 

 ・齋藤（眞）、濱 田、前 川、澤 田、江 沢、石 田、吉 田、 

  若麻績、飯 塚、三 堀、岡 田、徳永、新倉（定）、平 田、 

  北 村、齋藤（慎）、小佐野、鈴木（之）、波 島、小林（康）、山 下 各会員 

         横須賀北ＲＣ会長 千葉茂様、本日はようこそお越し下さいました。最後まで例会を 

         お楽しみください。 

 ・杵 渕 会員 誕生月祝いとして 

 ・三    役 松本好史会員、山田真悟会員、本日の卓話よろしくお願い致します。 

 ・齋藤（眞）、齋藤（隆）、畑、加賀本、松本（明）、福 西、臼 井、杵 渕、髙橋（秀）、 

  濱 田、北 村、植 田、小 平、瀬 戸、佐久間、波 島、小山（美）、木 村、 

  徳 永、山田（晴）、谷、大 竹、勝 間、長 尾、前川、澤 田、江 沢、 

  上 林、若麻績、岡 田、八 巻、新倉（良）、Enora、猿 丸、兼 城、新倉（定）、 

  上原（公）、平 松、角 井、野 坂、長 坂、小林（一）、勝 見、山田（豊）、物 井 各会員 

         松本好史会員、山田真悟会員、本日の卓話宜しくお願い致します。実はお二方お得意の 

         一発ギャグをお持ちとの噂を聞いております。そちらのご披露も是非お願いします。 

 ・松本（好）   会員 卓話させていただきます。宜しくお願い致します。 

 ・山田（真）   会員 申し訳ございませんが、おつきあいお願い致します。 

 ・門 井 会員 皆様４年３カ月の間、本当にありがとうございました。またお目にかかれる事を楽しみ 

         に生きて行きます。 

 ・前 田 会員 次女に男子の初孫が授かりました。なぜか妻の出産よりも数倍ドキドキしましたが、家 

         族が１人増えて感謝です。 

 ・齋藤（眞）、北 村、濱 田 各会員 京都アニメで被害に遭われた方々のご冥福をお祈りします。 

 ・丸 山 会員 なんとなく 



 ・杵 渕 会員 写真をいただいて 

 

 

＜新会員卓話 １＞                             松 本 好 史 会員 

 みなさん、こんにちは。私は、昨年鹿

島会員と佐久間会員の推薦により、横須

賀ロータリークラブに入会させていただ

きました。最初に、私は現在横須賀市歯

科医師会で会長をさせていただいており

ますので、その話をさせていただきたい

と思います。 

 横須賀市歯科医師会は、大正１１年に

創立され、現在まで三浦半島地域の皆様

の歯科診療のために活動してまいりまし

た。歯科医師会の拠点は、県の合同庁舎

の裏にあり、昭和４８年に建物ができま

した。現在は、老朽化が進んでいます

が、当時としては口腔衛生センターが、

建物だけでなく内容としても、日本国内

でも特に素晴らしいものであると言われていました。 

横須賀市歯科医師会の活動にはさまざまありますが、代表的なものとしては、休日急患歯科診療所が挙

げられます。休日急患歯科診療所は、日の出町にある口腔衛生センター内にあります。日曜日・年末年始は

一番利用される方が多いのですが、最近は歯科でも日曜日に診療しているところが多いので、行政からは存

在意義についていろいろと言われます。ですが、通常歯科は予約制でやっていますので、急に転んで歯を打

ってしまったとかいう場合には、こちらに来ていただければと思います。また、年末年始は歯科のほとんど

が休んでいますので、かなり混雑します。穴場の時間は、「紅白歌合戦」が始まったころが狙い目です。 

三浦半島地域の障害者歯科診療所も創立から３０年近く経っています。こちらは、佐久間会員が非常に

力を入れてここまでやってきました。障害者の方は普通の診療所での診療が難しいので、歯科医師４名・歯

科衛生士５名でチームを組んで、障害のある方の診療を行っています。最近は、自閉症の患者が増えている

と感じています。 

在宅歯科医療衛生室は、平成２７年１月から運営しており、歯科に通えなくなった方で義歯が割れてい

る・痛い・腫れているという方からの連絡があると、訪問歯科診療を行っている歯科医が訪問するのですが、

そのコーディネート役をしています。 

堀ちえみさんの例で話題となった口腔がんについても健診を行っていますが、人手がいることと諸事情

により、抽選で診ているというのが実情です。 

年間のイベントとしては、「高齢者良い歯コンクール」や「歯っぴい家族コンクール」があり、また、横

須賀市歯科医師会という名称ですが、三浦市の歯科医も参加していますので、三浦市のイベントにも参加し

ています。 

佐久間会長時代に「かながわお口の健康フォーラム」という一般の方向けのイベントを横須賀芸術劇場

で行いましたが、満員になりました。養老孟司先生にもお越しいただき、大変好評でした。 

災害時の対応としては、各会員の歯科医がどの地域を担当するかを決めており、訓練にも積極的に参加

しています。また、学校歯科医は、すべて横須賀市歯科医師会の会員が務めています。 

 私が会長になってからは、歯科の存在しない病院との医科歯科病診連携を進めており、うわまち病院と協

定の調印を行いました。うわまち病院に会員が赴いて入れ歯の修理を行ったり、手術前・手術後の口腔清掃

を行うことで誤嚥性肺炎のリスクを軽減したりしています。 

 なお、今年の８月に横須賀口腔衛生センターが逸見にあるウェルシティ市民プラザ２階に移転することに

なっていますので、ご案内いたします。 



 ここからは、私自身の話になるのですが、私は生まれも育ちも横須賀で、昭和２９年３月２０日に衣笠病

院で生まれたと親が言っています。生まれてから現在まで住所が全く変わっていなくて恥ずかしいのですが、

大津幼稚園・大津小学校・馬堀中学校・県立横須賀高校（２４期）ですので、横須賀の外にはどこにも行っ

ていません。「井の中の蛙大海を知らず」なのですが、同期にはこんな方もいらっしゃいます。写真の無断

使用をお許しください、八巻さん。 

 すべてが横須賀で完結する人生でして、昭和４７年に神奈川歯科大学に入学し、昭和５３年に卒業して歯

科医師免許を取得しました。その後、同じく神奈川歯科大学の保存学の医局に入り、高校の先輩である根岸

の原先生のところで２年ばかりお世話になりまして、昭和５６年１２月に自宅で歯科医院を開業いたしまし

た。平成２３年からは神奈川歯科大学の特任教授をしたり、平成２７年から現在までは、佐久間会長の後任

として横須賀歯科医師会の会長をしております。会長職については、この度再選ということになりましたの

で、あと２年間は頑張っていきたいと思っております。口腔衛生センターの移転を軌道に乗せることが私に

課せられたミッションだと思っております。 

 画面で「横浜も好き」と書かせていただきましたが、それまでの人生では高校への通学が家から一番遠か

ったんですね。わざわざ電車で中央まで行って、中央からバスに乗って「曹源寺」で降りる。大学は中央で

すので、高校より近くなってしまいました。神奈川県社会保険診療報酬支払基金の審査会でレセプトの審査

をしていたのですが、日本で一番厳しい審査と言われた中を潜り抜けてきたことに自負を感じております。 

 画面に写っているのが私の医院です。京急大津から徒歩２分で、歯科と小児歯科を標榜しております。私

と同じ道を選んだ５つ下の副院長とずっと一緒に仕事をしております。彼は、大津幼稚園から横高、神奈川

歯科大まで私と全く同じ進路を歩んでいます。 

 訪問診療をやっておりまして訪問診療用の車に機具を目いっぱい詰め込んで、坂の上の家まで行って、家

の中で入れ歯を直したりいろいろとやっております。 

 趣味は、若い頃からウィンドサーフィンをやっております。私にとって、ハワイとはマウイしかありませ

ん。ここに行けば必ず風が吹いている。日本では風が吹くのを待たなければならないのですが、ここは貿易

風なのでいつも風が吹いています。最初は、森戸海岸に通っていたのですが、１日いても風が吹くのが５分

ということが度々あった中で、仕事をしながら続けるのは難しいと感じていました。そこで思いついたのが、

風が吹いているところに行けばいいということになり、夏はマウイ、冬はサイパンに行くようになりました。

最近は忙しくてなかなか行けなかったのですが、久しぶりに行ったところ、昔一緒にやっていた仲間がたま

たま２人いたので、いい気になって沖に出て行ったところ、帰ってこられなくなりました。３０分か４０分

泳いで帰ってきたのですが、体力が落ちていることを実感しました。 

 そこで、最近は方向転換をして、ＹＴＹでバンド活動をしております。この活動は、人が来てくれないと

寂しいものですので、８月１１日１８時からＹＴＹでライブをします。お時間のある方はぜひいらっしゃっ

てください。 

 最後になりましたが、家族について、妻と娘が２人に孫ひとり。息子はすでに家を出て厚木の方の電気屋

で働いております。 

 ご清聴ありがとうございました。  

 

＜新会員卓話 ２＞                            山 田 真 悟 会員 



横浜銀行の山田と申します。２０１８年

５月に入会させていただきました。本日

は、このような機会を与えていただきあり

がとうございます。 

皆さんのお話を伺っておりますと、自分

が平々凡々としたサラリーマン家庭の長男

として育ち、人生でほとんど苦労もしてい

ませんので、自分がなぜ今日ここにいるの

かとそう思っています。 

プライベートのことで横須賀にまつわる

話としてお話しすることといえば、次の２

点です。 

まず、祖父が国道１６号線の六浦橋の先

にある駐在所のおまわりさんだったので、

祖父の代から数えると私の息子で４代もの

間、横浜市金沢区に住み着いております。 

もう一つは、祖父はおまわりさんをする前に軍人をしていたのですが、日露戦争の日本海海戦で駆逐艦

に乗船し、その後、三笠の乗組員であったとのことです。昨年、祖父の手記が発見されたのですが、大学で

歴史を専攻していた私の息子が、教授と共に内容を確認しています。来年になればはっきりする話なのです

が、まだ、正確ではありませんので、今のところは忘れてください。 

自分はといえば、決して上手とは言えませんが、学生時代はテニスに明け暮れ、あまり勉学に励むタイ

プとはいえませんでした。親からは、「ラケット振る分、鉛筆を持っていれば今みたいにはなっていないね。」

と言われます。  

横浜銀行に入社してからのお話しをしたいと思います。 

昭和６２年の４月に横浜銀行に入行し、元住吉支店に配属されました。若い頃は営業が大好きだったの

ですが、２８歳のときに当時の支店長から「あまりにもお前は勉強してないから、このままじゃ銀行員やっ

ていけないぞ。」と本気で言われ、人生で初めて法務・税務・経済等々について本気で勉強しました。それ

でもまだ勉強が足りず、融資部トレーニーという勉強生となり、融資の基礎について徹底的に学びました。

その経験が現在の基礎を築くこととなりました。机に向かうのは苦手でただただ辛かったことを覚えており

ますが、当時の支店長に感謝しています。 

その後、経営管理部主任人事役になりました。これは人事部のことで、行員の異動や昇格・昇進等の担

当となりました。この役をやっていた３年間の間に思い続けたことは、自分は人を評価できるような人間で

はないということです。仕方がないので、よく行員と面接して行員一人一人のことを覚えようとしていまし

た。本気で人の顔ばかり見ていました。 

 私は店舗での仕事が大好きだったので、その後大和支店と戸塚支店で副支店長をやりました。いま思えば、

副支店長時代が一番楽しかったなと思います。副支店長とは何でもやれる仕事なので、戸塚駅の再開発に携

わらせていただいたり、当時出始めのシンジケートローンの組成のため、丸の内近辺を旅行かばんの中に資

料を詰めて、いろんな金融機関に飛び込みをしたりしていました。貴重な体験です。 

新横浜支店長で初の支店長を務めるのですが、ここで初めてロータリークラブに出会いました。入らせ

てもらったのは横浜港北ロータリークラブというクラブで、例会場はプリンスホテルでした。最初にお世話

していただいたロータリアンの方からロータリー用語辞典のようなものをいただき、例会場でずっと読んで

いたことを思い出します。暖かく迎えていただいたロータリアンの皆様には、今でも感謝しております。 

その後、本部に異動になるのですが、自分としては営業店が好きだったので苦しかった部分が多いです。

営業統括部担当部長・融資部副部長・融資部長と経験するのですが、最後にどうしても店舗に出たいと当時

の常務にお願いし、小田原支店の支店長にしていただきました。 

その際、小田原エリアを担当することとなったのですが、県西２市８町は車でも１日でエリア内を回り

きれないくらいの広大なエリアでした。湯河原から箱根を通り山北まで、２時間以上かけて移動したことも

しばしばでした。ここで２度目のロータリーとの出会いがあり、小田原ロータリークラブでお世話になりま



した。７０人ほどいる会員数の多いロータリーでしたが、同じ地区に横須賀ロータリーという会員数が  

１００人以上の大きなロータリーがあるということを聞いていたところ、自分自身がお世話になることにな

りました。 

県西では、通常の営業のほかに、「地方創生」「１０年後プロジェクト」という、地域活性化策を立案し、

実行させていただきました。そこで学んだことして、銀行は、いろいろな方面の方と知り合いそして教えて

いただける仕事であると認識していましたが、地域には、さらに幅広い方面で活躍される方がおり、そのよ

うな方と出会えたことに感謝しています。 

横須賀支店では、２大テーマとして、「ＩｏＴを中心とした企業の誘致」と「海の軽井沢＝観光振興」に

力を入れております。先週の海軍カレーの話は、非常に興味深くそして勉強になりました。あのような卓話

は横須賀ならではですので、とてもうれしく思いました。 

どうでも良い話ですが、学生時代のアルバイトで、三浦海岸の京急さんの海の家でアルバイト長をした

ことがあり、とても楽しい経験でした。 

先日、横浜銀行と千葉銀行は業務提携を行いました。お客さまに高度なサービス・商品を提供していく

ため、営業部門を中心とした連携施策を法人・個人部門・人事部門においてスピーディーに実施してゆく趣

旨で、千葉・横浜パートナーシップを締結したものです。せっかくこういうものがありますので、しっかり

と地元に還元していきたいと考えています。 

以上になります。横須賀共済病院で生まれたと親が言っている山田でした。 

ありがとうございました。 

 

 

＜閉会・点鐘＞ １３：３０ 田 邉 会長 

 

                                    週報担当 角 井 駿 輔 

 

 


